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会議に付した事件 

 

 

報告事項 

（１）杉並第一小学校の基本設計について 

（２）令和７年度体力等調査の結果について  

 

教育委員提案議題 

「教育 D X について」  
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教育長 定刻になりましたので、ただいまから令和７年第 1 7 回杉並区教

育委員会定例会を開催いたします。 

  それでは、本日の会議について事務局より説明をお願いいたします。 

庶 務 課 長  本 日 の 議 事 録 の 署 名 委 員 に つ き ま し て は 、 教 育 長 よ り 事 前 に

對馬委員とのご指名がございましたので、よろしくお願いいたします。 

  本日の議事日程についてでございますが、報告事項２件と教育委員提

案議題を予定しております。以上でございます。 

教 育 長  そ れ で は 、 本 日 の 議 事 に 入 り ま す 。 事 務 局 よ り 説 明 を お 願 い い

たします。 

庶 務 課 長  そ れ で は 、 報 告 事 項 １ 番 「 杉 並 第 一 小 学 校 の 基 本 設 計 に つ い

て」、学校整備課長からご説明いたします。 

学 校 整 備 課 長  杉 並 第 一 小 学 校 の 移 転 改 築 に 当 た り ま し て 、 こ れ ま で 改

築検討懇談会を立ち上げまして改築の基本計画を策定してまいりました。

その後、公募型のプロポーザル方式で設計事業者を選定しまして設計を

進めてまいりました。この度、懇談会との意見交換等を踏まえまして基

本設計のまとめを行いましたので、その旨のご報告となります。 

  これまでの経過でございますが、昨年の４月に改築検討懇談会を立ち

上げまして基本計画の策定に取り組んでまいりました。また１年ぐらい

前、昨年の秋にはプロポーザルでの選定、そして今年の１月から懇談会

を再開いたしまして、計 1 1 回の懇談会を開催いたしまして校舎の配置、

平面計画等を検討して今回、基本設計のまとめを行ったという流れにな

ってございます。 

  基本設計のまとめの概要ですが、別紙の方にまとめの資料をつけてご

ざいます。おめくりいただきまして 1 4 ページ、タイトルで言いますと

1 3 番で、校舎配置案ごとの特徴比較というものがございます。そちら

の方をご覧いただければと思います。今回、四つほど配置の計画を比較

検討して、その結果一番左側のＡ案としているもので採用して設計を進

めていきたいと考えてございます。 

  こちらにつきましては、左上が北側になりますが、南西側に校舎を配

置しまして北東側に新しい校庭を配置するといった計画になってござい

ます。ほかにも、逆側の、北側の校舎の案などですとか、あるいは L 字

型の校舎の案なども比較検討したところですが、最終的にはＡ案の配置

で決定したということでございます。 



 

 5 

  Ａ案の概要について１枚おめくりいただきまして、ページ数で言いま

すと 1 5 ページ、校舎配置検討案Ａというものをご覧いただければと思

います。 

  こちらの特徴としましては、まず南側を校舎にしまして北側を校庭に

することによりまして校庭面積を最終的には広く取れております。現在、

一番狭い杉一小の校庭でございますが、今の面積の約 1 . 5 倍の 2 , 7 0 0

平米の確保ができてございます。 

  また、こちらは浸水の想定がある場所でもございまして、これまで心

配のご意見も頂いていたところでございますが、こちらの図面でいいま

すと右上の交差点のところに「±０」と書いておりますが、こちらが周

辺で一番低いところになります。こちら側にグラウンドを配置しまして、

対角線側の左下の昇降口の辺り、こちらが大体プラス２メートル上がっ

ているところで、こちらに校舎を配置することで少なくとも校舎につき

ましては浸水の心配もないような高いところに校舎を配置したという設

計になってございます。 

  また、昇降口の出たところにまちかど広場というところがあります。

こちらはいわゆるピロティ、半屋外空間、上は２階３階と建物がありま

して壁はないところになっております。杉一小につきましては阿佐谷ジ

ャズストリートですとか、七夕ですとか様々なイベントがございますの

で、そういった時にも使えるような空間を是非というご意見を頂きまし

たので、このＡ案ではまちかど広場といった計画ができたといったもの

になっております。 

  それから、このグラウンドにつきましては、今回移転をするというこ

とで、やはり近隣の住宅街に近いところに新たに学校ができるというこ

とでご心配の声も頂いていたところもございますので、校庭の舗装につ

きましては人工芝といったところも少し考えておりまして、今後設計の

方で詰めていきたいと思っております。 

  何枚かおめくりいただきまして 2 1 ページに２階、３階の平面図が載

ってございます。こちらを見ていただきますと、普通教室については校

庭側、北東側を向いておりまして、その前にワークスペース、廊下のと

ころにワークスペースと書いてありますが、こちらは単に廊下を共用部

分として作るだけではなくて、教室の拡張空間として使うことで多様な

教育形態にも対応できるようなスペースとして配置ができたといったと
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ころも今回工夫したところとなっております。 

  それから、体育館につきましては、１階に学童クラブ等を入れた関係

で２階になっておりますが、外階段を設ける、それからエレベーターと

も近い関係にするなど使う方にも配慮した計画になってございます。 

  すみません、頭紙の方にお戻りいただきまして、２ページ目、今後の

実施設計に向けてでございます。今後も学校関係者、保護者等の要望を

可能な限り実施設計に反映していきたいと考えております。また、地盤

調査につきましては、現在病院がまだ解体中ということでできていない

ところもございますので、そのあたりの結果を踏まえて今後基礎の構造

等を進めていきたいと考えております。 

  今後のスケジュールでございますが、今月の下旬に住民説明会を予定

しておりまして、来月には文教委員会への報告、来年の７月には実施設

計も完了いたしまして、令和９年の年初から新校舎の建設工事に着工し

てまいりたいと考えております。 

  説明は以上です。 

庶 務 課 長  た だ い ま の 説 明 に つ き ま し て ご 意 見 、 ご 質 問 等 ご ざ い ま し た

らお願いいたします。 

伊 井 委 員  ご 説 明 あ り が と う ご ざ い ま す 。 こ の 杉 一 小 学 校 に 関 し ま し て

はこれまでの経過をいろいろ分かるところがありましたし、これまで子

どもたちが待ちわびていたというか、地域の保護者の方々も本当に子ど

もたちの学校を待ちわびていたということを思いますと、ご検討される

に当たりましてたくさんのお声を聞いてきたという経緯もあると思いま

すけれども、一番に子どもたちの思いをというあたりのことが、こちら

にもアンケートを取ったりお話を聞く機会を取ったりして反映させてい

ただいていると思うのですが、先ほどのご説明にあった幾つかの中で、

未来ある子どもたちが活躍できるところというのは、一番の重点項目と

してはどんなところをお考えかなということを一つお伺いしたいなと思

います。 

学 校 整 備 課 長  先 ほ ど 申 し 上 げ た よ う に 幾 つ か あ る の で す け れ ど も 、 や

はり一番ということで言いますと、子どもたちのアンケートの中でも圧

倒的に一番多かったのは、やはり広い校庭が欲しいといったことでござ

いました。そういった意味では、Ａ案につきましては広い校庭が確保で

きて、今よりかなり広くなるといったところがよかったのかなと思って
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おります。 

伊 井 委 員  先 ほ ど の 説 明 で す と 、 校 庭 は 微 妙 に な だ ら か に 傾 斜 し て い る

感じになるのですか。高さを変える感じにするのか、どんな感じになり

ますでしょうか。 

学校整備課長 先ほどの資料の 1 4 ページのところで、グラウンドについ

てはもともと、ほかの学校もそうなのですけれども、水はけのために全

く平坦ではないのですね。 0 . 5％ぐらいの傾斜をつけています。こちら

については、校舎側を高くして、反対側、道路側の方になだらかに、片

流れになるような形で多少の傾斜はつけております。 

  あと、校舎と校庭の間には階段の３、４段分ぐらいの段差を設けてお

りまして、校舎から何段か下がって校庭があると。校庭はなだらかには

なっておりますが基本的には平坦になっています。そんなイメージでご

ざいます。よろしくお願いします。 

伊井委員 子どもたちには影響がないという、そういう感じですね。 

学校整備課長 おっしゃるとおりです。 

伊 井 委 員  す み ま せ ん 。 杉 並 第 一 小 学 校 と い え ば 、 放 課 後 の 居 場 所 と い

うことで大変長い歴史があるのですけれども、そのあたりの活動の場所

は１階のどこになるのですか。学童も含めまして。今後学童とかも校舎

に入る感じだと思うので。 

学校整備課長  1 5 ページ、配置図をご覧いただきますと、オレンジ色の

ところで１階の調理室の北側といいますか。 

伊井委員 育成室と書いてありますね。 

学 校 整 備 課 長  そ う で す ね 、 育 成 室 １ 、 ２ 、 ３ と 書 い て あ る こ の オ レ ン

ジ色のエリアが学童クラブ。今、阿佐谷学童クラブがこちらの方に改築

に伴って移転をしてくるといったことになります。 

  それから、すぎっ子くらぶにつきましては、１階に学校支援本部の部

屋などもございまして、幾つか候補はあるのですが、３階の多目的室と

いうのがございます。図書館の隣です。こちらの方が普通の教室よりも

少し広い部屋になっておりまして、こちらの活用などを考えているとい

ったところになります。 

伊井委員 今後の児童の推移とかを見ますと、普通教室は 1 5 学級という

ことで取っていらっしゃるのですけれども、校舎が新しくなった学校は

爆発的に子どもが増えたりということがありまして、追加でちょっと建
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物を建てたりということがありますけれども、幾つかある育成室という

形で書いてあるものとかで、万が一増えた時に多少転用できるような融

通性というものもご検討の上でこのアイデアを決めていただいている感

じになりますか。 

学校整備課長 クラス数につきましては現在 1 2 学級、１学年２クラスず

つといったことで当面も 1 2 学級程度を維持するかなと思っています。 

  まず普通教室については３クラスほど余裕を持って 1 5 用意しており

まして、そこは学年で局所的に３クラスになる学年が出ても対応できる

ような形にしてございます。 

  また、少人数教室ですとか、ここでいう多目的室などは普通教室にも

転用可能としておりますので、万が一 1 8 とかになっても教室自体は足

りなくなるということはない設計をしている、そんなところでございま

す。 

伊 井 委 員  そ う し ま す と 少 人 数 の 教 室 と か 、 個 別 で 子 ど も た ち に い ろ い

ろな形で対応するのも、そういったところを十分に使ってやれる、例え

ば校内別室とか、クールダウンする場所とか、少人数の学びにつながる

お部屋を確保したいという時は、そのようなお部屋も対応ができるとい

うことで考えてよろしいでしょうか。 

学 校 整 備 課 長  そ う で す ね 、 そ の 分 の 余 裕 は 持 っ て 転 用 可 能 な 形 に は し

てございます。 

伊井委員 はい、分かりました。 

  最後に一つお伺いしたいのがプールのことなのですけれども、今のこ

の猛暑、今年も大変猛暑だったんですが、そんな中で屋外、特に屋上に

あるプールはなかなか水温等が上がってしまいまして、プールの授業が

できないということもあったのですけれども、今回はそのあたりのこと

も考慮したプールの形になるのでしょうか。 

学 校 整 備 課 長  現 在 の と こ ろ 、 暑 さ で 中 止 に な る と い う ケ ー ス は 昔 に 比

べて出てきていることは承知をしてございますが、屋外のプールでも必

要な時数が確保できていないということはないと、そこは調査でも把握

はしてございます。ただ、委員がおっしゃられたように、暑さ対策は必

要かと思いますので、 2 2 ページに屋上の図面などもございますが、プ

ールサイド、こちらの上にはルーバーといって、日除けになるようなも

のですね、雨は通すけれども、日差しは遮るようなものでかなり広い範
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囲を今回覆っております。また、プールサイドの地面といいますか、そ

このところも熱くなり過ぎないような素材のものを使うといった形で暑

さ対策の方はしっかりやっていきたいと考えております。 

伊 井 委 員  あ り が と う ご ざ い ま す 。 環 境 教 育 と か に も 配 慮 し た と い う こ

とも書いてありますし、子どもたちの希望のところ、また、地域の思い

を十分に生かせるように今後もご検討していただけたら大変幸いに存じ

ます。よろしくお願いいたします。 

庶務課長 ほかはいかがでしょうか。 

  では對馬委員、お願いします。 

對 馬 委 員  今 の お 話 の プ ー ル の と こ ろ で 、 今 、 校 舎 に プ ー ル が 必 要 か ど

うかを議論されていることもあるかと存じますが、今回はどのような議

論があったのかということをお伺いしたいことと、もう一つ、校庭が人

工芝と先ほどおっしゃっていたかと思うのですけれども、ちょうど先週、

私、高円寺学園の運動会に行って、人工芝で、やはり大変いいと。水は

けもいいし校長先生も大変使いやすいとおっしゃっていたのですが、た

だ一つ、消防車を入れると芝がすぐくたびれてしまうので、消防車写生

会ができなくて、そこに出せないのが非常に残念なので、来年は近隣に

連れていってやるようにしようかななんていうお話を伺ったのですけれ

ども、その辺を子どもたちにとってよい影響だけではなくて、もしかし

たらマイナスになるかもしれない影響をきちんと教育活動の中でフォロ

ーしていけるような形で補っていただけるといいなと感じました。 

学 校 整 備 課 長  ま ず プ ー ル の 必 要 性 と い う と こ ろ な の で す け れ ど も 、 現

在も学習指導要領上は、水泳授業は必須になっておりますので、どこで

やるかといったことになるかと思います。現在、区でも検討はしており

ますが、区内も幾つかやり方はございまして、例えば広がっているのは

民間のプール、こちらを使うということですが、区内の民間プールで使

えるところが、個別にも当たっているのですがなかなかないというのが

現状でございます。 

  また、区立の温水プールですね、こちらもあるところはありますが、

杉一小についてはなかなか距離、例えば杉十に行くだとか、距離的にも

なかなか難しいところがあろうかと思っています。 

  それから、近隣の学校同士でシェアをするという考え方も当然あるの

ですけれども、こちらについては学級数が双方合わせてある程度少なく
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ないとなかなかシェアはできないのですね。そういったことも踏まえて

今回杉一小については必要であろうということで設置をしてございます。 

  それから２点目が人工芝ですね。人工芝につきましては、委員からも

ございましたけれども、かなりけがも減ったりですとか、子どもたちも

寝転がったり、かなり教育的にはいいといったこともお聞きしますが、

やはり一長一短はあります。車のお話を頂きましたけれども、炊き出し

をする時には養生だとか必要だよねということもございました。 

  杉一小に関しましてはそのあたり、震災救援所の方のご意見なども入

れまして、ある程度コンクリートのたたきのようなところも一部作った

りという形で、全部人工芝ではなくそういったスペースを設けるなどの

工夫もしているところでございますので、使い方を含めて今後学校とも

調整をしっかり進めていきたいと考えてございます。 

庶務課長 ほかはいかがでしょうか。 

前田委員 様々ご説明ありがとうございます。 

  １点。いろいろな校舎の配置案があったと思うのですけど、今Ａ案を

採った時に、もちろん総合的に見てＡ案がよかったということだと思う

のですが、どうしてもここはちょっと難しかったというところとか何か

あれば、Ａ案を採ることでちょっと諦めたといいますか、そういうとこ

ろがあるのであればちょっとお聞かせいただけたらと思います。 

学 校 整 備 課 長  Ａ 案 は 、 諦 め た と い う と こ ろ で は な い の で す け れ ど も 、

特に東側の住宅地に近い側にグラウンドがきます。その音の問題ですと

か、先ほど人工芝という形で、砂塵の害については軽減できるかなと思

いますが、やはり周辺への影響というところは、これはどの案でもそう

なのですけど、より配慮が必要なプランにはなっているかなというとこ

ろは考えております。 

前 田 委 員  分 か り ま し た 。 ど う し て も 住 宅 地 の 中 で 、 し か も 移 動 す る と

いう、また、あまり想定していない今回の配置替えだと思いますので、

周辺の方へのご理解というのをなお一層求めていかなければいけないと

ころかと思います。引き続きよろしくお願いいたします。ありがとうご

ざいます。 

庶務課長 では、大川委員、お願いします。 

大川委員 先ほど伊井委員から質問があった学級数の関係で、最大 1 5 学

級と想定しているということで、 1 0 ページ、児童数・学級数の推移も
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載っています。 

  それとの関係で、Ａ街区というのですかね、中杉通りに一番近いとこ

ろは今後どのように使っていくとかの計画がどんな感じでイメージされ

ているのか、差し支えない範囲で分かれば。 

  というのも、例えばあそこに大きなマンションとか、複合施設として

マンションが建つと若いご家庭が増えて、その次に今度子どもたちが増

えて。そうすると、過去を見ていただけでは分からない人口の変化とい

うのも起こってくると思うのですよね。この計画全体を踏まえてこの阿

佐ヶ谷の周辺がどのように人が増えていくのか、子どもが増えていくの

か、または減っていくのか、そういった見通しがあれば教えてほしいと

思います。 

学校整備課長  ありがとうございます。 1 5 学級というところですけれど

も、当面につきましては 1 2 学級で収まるという推計自体はしてござい

ます。ただ、先ほど申し上げたように、新築によって増えるというケー

スはございますので、余裕を持って 1 5 は作っていくという状況でござ

います。 

  お尋ねのＡ街区の杉一小の跡地ですけれども、こちらにつきましては

大体区の持ち分は３割ぐらい、７割につきましては地権者さんの持ち分

になるといったところで、そちらとの調整を今しているところで、まち

づくりの関係からも区民の方も参加で今、あさがやまちづくりセッショ

ンという枠組みで意見交換をして、区としての活用のイメージといった

ものも徐々に議論をしているところですが、具体化についてはこれから

となってございます。 

  ただ、議会等でも、タワマンになるのではないかというご意見を、そ

の可能性はないのかというのもございますが、そちらにつきましては地

権者さんとも合わせて、タワマンにするという考えは一切ないといった

ところは区としても確認できておりますので、それによって児童数が一

気に増えるといったことは考えられないのかなと思っております。 

大 川 委 員  あ り が と う ご ざ い ま す 。 教 育 委 員 会 と し て は 、 そ の 全 体 的 な

計画にどうこうというよりも、学校の長い目で見た計画が左右されると、

計画が狂うとか困るということもあろうかと思いますから、引き続き注

視して意見を述べていくようにしていただきたいと思います。よろしく

お願いします。 
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庶務課長 ほか、ご意見よろしいでしょうか。 

  それでは、ないようですので以上で報告事項１番についての質疑を終

わらせていただきます。 

  続きまして報告事項２番「令和７年度体力等調査の結果について」に

つきまして済美教育センター指導主事からご説明申し上げます。 

済 美 教 育 セ ン タ ー 指 導 主 事  私 か ら は 「 令 和 ７ 年 度 体 力 等 調 査 の 結 果 に

ついて」ご報告をいたします。資料をご覧ください。 

  １「体力等調査の概要」についてです。実施者、名称、目的、対象は

資料記載のとおりです。調査内容は、体力・運動能力に関する調査と、

生活・運動習慣等に関する調査で構成されており、令和７年５月から７

月にかけて調査が実施されました。 

  次に、２「調査結果の概要」についてご報告いたします。まず、（１）

「体力合計点」の東京都の平均値との比較についてです。杉並区児童生

徒の平均値は東京都の平均値とほぼ同等であり、特に大きな差は見られ

ませんでした。なお、小学校と中学校では得点換算方法が異なるため、

中学校の数値は相対的に低くなっております。 

  続いて２ページ目（２）「体力合計点」の５年間の推移についてです。

令和７年度の結果を令和３年度と比較すると、小学校６年生男女及び中

学３年生女子においては下降傾向が見られました。しかし、令和６年度

からは全体的に上昇傾向が見られ、特に中学３年生男子は令和３年度を

上回る結果となりました。 

  また、（３）「体育・保健体育の授業で、上手に体を動かして運動がで

きるようになった実感」の４年間の推移では、中学３年生女子において

は下降傾向が見られる一方、小学６年生男女及び中学３年生男子では上

昇傾向が見られました。 

  次に、３の「課題及び今後の取組」についてです。質問項目「体育・

保健体育の授業で、上手に体を動かして運動ができるようになった実感」

と「体力合計点」には統計的に相関関係があることから、自らの学習の

成果を実感することが「体力合計点」に影響を与える要因の一つとして

考えられます。中学３年生女子の「保健体育授業における上達の実感」

及び「体力合計点」の低下が続いていることが課題でございます。 

  今後の取組として、学校では、I C T の活用や運動が苦手の児童・生徒

への支援など、個別最適な学びを充実させることで児童・生徒が体力の
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高まりを実感できる授業改善を進めてまいります。 

  教育委員会としては、令和８年度の研究課題として指定したグループ

研究において、個別最適な学び実現に向けた授業研究を進め、公開授業

を通じて成果を広めるとともに、教員向けの研修を実施していきます。 

  また、中学３年生女子の「体力合計点」及び「授業での上達実感」、

こちらの低下要因を分析し改善策を検討してまいります。 

  以上が令和７年度体力等調査の報告となります。以上です。 

庶 務 課 長  た だ い ま の 説 明 に つ き ま し て ご 意 見 、 ご 質 問 等 ご ざ い ま し た

らお願いします。 

前 田 委 員  あ り が と う ご ざ い ま す 。 ち ょ っ と 読 み 方 を 教 え て い た だ き た

いのですが、１枚目の２番の「調査結果の概要」で、例えば中学１年生

の男子と女子は、男女は同じ計算方法になるのですか。１年生の時は、

男女で比べると女子の方が大分体力的な点数が高い、そういう見方で合

っているのでしょうか。 

済 美 教 育 セ ン タ ー 統 括 指 導 主 事 （ 清 水 ）  男 子 と 女 子 で は 、 得 点 の 幅 み

たいなものが多少違うということになります。なので、単純に男子と女

子で点数だけでは比較ができないになります。 

前田委員 分かりました。ありがとうございます。 

  そう見ると、中学１年生の男子と中学２年生の男子はすごく伸びるの

だなと思って、すごく気になってきたなという感じがあります。 

  あ と は 、 ２ ペ ー ジ 目 の 推 移 の と こ ろ で い う と 、 や は り 気 に な る の は

（３）の中学３年生男女のうちの女子ですよね。体育の先生からすると、

上手に体を動かして運動ができるようになったということが実感できる

というのが、先生たちの一つの体育の授業の目標とした時に、そう思っ

ているという人が半分もいないという状況で、でも、これが全体的な傾

向でこうですということであれば、これは何でなのだろうというのがす

ごく不思議なのと、先生としてこれを見た時に、どうしようと思うのか

なというところが結構気になっています。 

  どんどん下がってきているのですが、 4 0 ％を切ってしまったなとい

うところでいうと、そこら辺はなぜなのか。そして、目指している授業

になってないということになるのであれば、大分考えないといけないの

ではないかという気がしています。やはり男女でいうと女子の方が低い

というのは、そこにどういう原因が隠れているのかというのは、是非先



 

 14 

生たちとも会話をしていただいて。 

  目の前の子どもたちがまずいるわけですから、この全体を見るという

よりは、目の前の子どもたちがどう感じていて、どういうことができる

とよさそうなのかという対話ができるといいのかなと思いました。 

  このままでいるのは授業としてちょっと残念だなと思うので、そこも

是非指導を含め検討していただければと思います。 

済 美 教 育 セ ン タ ー 統 括 指 導 主 事 （ 清 水 ）  本 当 に お っ し ゃ る と お り で し

て、これは一体何が原因なのだろうということを私たちもいろいろ、ほ

かの項目を見たりですとか調べたのですけれども、これが原因だという

のはまだ探れていない状況ですので、今年度ですとか、生徒たちの様子

ですとかを聞いたりとかして、今後の取組の一番下にも書かせていただ

きましたが、今後もう少し要因の分析を続けていかなければいけないと

思っております。それとプラスして、やはり授業改善にも取り組んでい

けるよう研修を充実していきます。 

前 田 委 員  こ れ は 多 分 す ご く い い 機 会 だ と 思 っ て い ま す 。 さ っ き の と 重

複しますが、目の前にいる子どもたちが実感できるようになっていると

いうことを重ねていくことが大事だと思うので、この調査はこの調査で

やりつつも、４月に始まったところから、どのように子どもたちとして

実感できているのかとか、できていないのであれば何なのかというのは

是非地道に取り組んでいただければなと思います。よろしくお願いしま

す。 

庶務課長 ほか、いかがでしょうか。 

伊井委員 いろいろご検討いただいてありがとうございます。 

  いろいろなところで体育の授業とか拝見していても、子どもたちはタ

ブレットとかを上手に使って、先生方もいろいろな教材というかツール

を駆使しながら、体育の授業そのものは、私はすごく進んできているな

と思うのです。子どもたち自身も自分たちで考えたダンスを録画して、

それをみんなで見て次の動きにつなげたりとかもしているし、先生方も

すごく上手にいろいろなものを使っていらっしゃるところだし、前に進

んでいると思うのですけれども、楽しむといった視点で、自分のことが

例えばできるようになった、跳び箱でもダンスでも何でも、いい感じに

できたなとか、あと、チームワークで苦手な子を巻き込んでダンスがう

まくいった時などの喜び、達成感を感じている場面を見たことがありま
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すけれども、中学３年の女子になるとなかなかそういった機会が少なく

なるのかなと。１学期も部活のことでいろいろお話しさせていただいた

こともあると思うのですが、かつては部活というところが様々なことの

受け皿になっていたことは確かなのかなと思うのですけど、それがなか

なか思うようにいかないと、今後の展開を考える時に、部活だけではな

い、体を動かす機会の楽しさみたいなものを、もちろん学習指導要領が

あるのですけれども、授業であったりほかの時間を上手に使ってみんな

で楽しく体を動かすものがあってもいいのかなと思うのですね。 

  今、子どもたちは、私が子育てした頃に比べると公園で遊んでないの

ですよね、体を使って。本当に遊んでないのですよ。公園で集まってい

ると思って近づいていくと、こうスマホやゲームをしていたり、それが

全て悪いとは言ってないのですね。背中合わせに楽しそうにやっている

姿とかも別に、それはそれで自分たちが集って何かをつかんでいる、そ

ういう時間でもあるので、全部否定することではないのですけれども、

自然に体を動かすということができるような場所がなかなかないのも一

つの悩みですし、そこもご検討いただきながら、学校にいる時間は、み

んなが同じ時間に学校にいるので、体をこのように動かしたら楽しいよ

ということを、体育の先生とかにも伝えていただけているとは思います

が、もう一工夫いただけるといいのかなと思います。 

  やっていらっしゃる姿をいろいろな学校でたくさん見ていますので、

すごくご尽力いただいていると思いますが、小学校はそれを割とやりや

すい科目だったり、それから科目の内容だったりすると思うのですが、

中学になるとまたちょっと違うところがあるので、幾つもの課題という

かいろいろな種目の中から、どんなお子さんでも参加できる形のものと

いうのはいいなと思いました。 

  幾つか運動会を回らせていただいた中で、中学校の文化だと思ってい

た全員のリレーがあるではないですか。あれが小学校でも学級ごとに大

分やるようになっていて、リレーの選手だけではなくてみんなで走ると

いうよさがすごく共有されてきているなと思っていて、遅い子も速い子

も走るのが下手な子も、すごく工夫しながら自分たちのクラスの走りを

作り上げていたのですね。そんな形の考え方もあるのかなと思いまして、

今後、ちょっと枠を広げて様々に体を動かしたり運動する楽しさだった

り、それがまた心の健康につながっていく楽しさなんかもつかみ取って
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いく時間になるといいなと思います。今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

学 校 支 援 課 長  今 の お 話 で 、 直 接 学 校 教 育 で は な い の で す が 、 学 校 が 終

わった放課後の時間の使い方というところで、今、部活動の地域移行、

地域展開ということを進めておりますけれども、生徒に聞いたアンケー

トなどでも、子どもたち自身も体を動かして楽しむ環境は約 7 5％、四

人に三人の生徒はそういう環境がもっと学校にあったらいいなというこ

とを求めている状況もありますので、放課後の中学生の時間の過ごし方

として、そういった機会も少し今後、体力向上に寄与できたらいいのか

なと思って聞いておりました。以上です。 

伊 井 委 員  あ り が と う ご ざ い ま す 。 場 所 と 時 間 含 め て ご 検 討 い た だ け た

らありがたいです。よろしくお願いいたします。 

庶務課長 ほか、いかがでしょうか。 

大 川 委 員  い ろ い ろ な 学 校 で や っ て い る 研 究 授 業 、 先 生 方 が い ろ い ろ な

授業を「こうやっていきましょう」と、やっていますよね。そこの中で

基礎的な体力を研究したり、「授業をこうやったらいいんじゃないの」

というのは、例えば杉並区内とか、または全国でも、そういうことをや

っていらっしゃる方をご存じかなというのを教えてください。 

  あと、例えば杉並区内でもものすごくいい学校というのもありそうな

気がするのです。私も C S をやっていた頃にこういう体力調査とか学力

調査があると C S にフィードバックされて、その中で「今、うちの学校

はこうです」とか、それこそクラスレベルであるようなことも聞いてい

ますけれども、そうすると、区内でとても基礎体力が優れている学校は

どんなところがあるのか、そこを教育委員会としてほかの学校にフィー

ドバックしていくような試みはされているかしらと思ったので、そのあ

たり、もしあれば教えてください。 

済 美 教 育 セ ン タ ー 統 括 指 導 主 事  区 内 で も 体 育 の 推 進 校 と い う の が ご ざ

いますし、東京都でも体力向上の指定校というものを指定しておりまし

て、その学校は広く授業公開をして皆さんに広めましょうという趣旨で

行っておりますので、ございます。 

  また、杉並区ではグループ研修・研究というのをやっておりまして、

その中に体育部もありますので、そこも中心になってやっていますので、

そういった取組をもっともっと、いい取組をやはり区内の先生方に広げ
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ていければと思います。 

大 川 委 員  現 場 の 先 生 方 も 一 生 懸 命 取 り 組 ん だ り し て い る と 思 い ま す の

で、是非そういう例を広めていくような工夫をお願いしたいと思います。 

庶務課長 ほか、いかがでしょうか。 

對 馬 委 員  毎 年 の こ と で す が 、 少 し 中 学 ３ 年 生 の 女 子 が 下 降 傾 向 に あ る

というところがやはり皆さんと同じで気になるところですけれども、中

学時代の女の子は体が変化していく時期なので、自分の体の使い方が分

からなくなる、今までと同じようにやっていて同じ高さが跳べないとか、

そういう時期だと思いますので、そういうところも丁寧に。そのように

思っている子と、あまりそう思っていない子が学級の中にはたくさんい

ると思いますので、そのあたりを丁寧に見ていっていただけることがあ

るといいのかなと。 

  もう一つ、先週でしたか、富士見丘小学校の研究発表会でキャリア教

育を見せていただいた時に、指導してくださった先生が、これが将来の

自分の生活の何に役に立つのかというところをちゃんと明確にしていく、

それがキャリア教育だということをおっしゃっていたような気がするの

ですけれども、そうした時に、体育は意外とそこが難しいのかもしれな

いなと。 

  例えばボール投げとか、それが上手にできるにこしたことはないのだ

けれども、大人になったら基本的に物は投げないですよね。といった時

に、これが例えばバレーボールで上手にトスができるとか、「実生活の

中でトスすることとかないじゃない」みたいに思っていた時に、どうや

って落とし込むのだろうかということを考えました。私はそんなに体育

は得意だったほうではないものですから、私自身そう考えていて、いつ

も「何でこれができるようにならなければいけないのかな」と思ってい

たりもしたものですから。 

  小中学校は基礎体力づくりだとは思うのですが、実際に大人になって

からみんなでやるスポーツ、例えばランニングをするとか、大人の方で

したらゴルフをするとかヨガをやるとか、あまり授業の中に出てこない

スポーツの方がむしろ多くやっていたりとかする。そうした時に、なぜ

これが今の自分にとってできるようになる必要があるのだろうかという、

その落とし込みなども丁寧にやっていただけるともう少しやる気が出る

ようになっていくのかなという感じがしました。 
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  特に部活の方のアンケートを見せていただいても、すごくその種目を

極めるというよりも楽しみたいとか、ちょっと緩めに体を動かしたいと

いう子が最近は多いような結果を見せていただいているので、そうした

時に、今求められているものは、指導要領で求められているものと子ど

もが求めているものはもしかしたら違うかもしれないなというところの

中で、どこに先生方が目当てを持ってやっていくのだろうかと。そこが、

中学生自身が感じていることとの差に、もしかしたらなっていることも

あるのかなとちょっと思ったりしました。感想です。 

庶務課長 ありがとうございます。ほかはいかがでしょうか。 

教 育 長  今 、 ご 指 摘 を 様 々 頂 い た 中 ３ 女 子 に つ い て は 、 担 当 の 指 導 主 事

の方でかなり詳しくいろいろ分析をしてくれて、何でこんな風になって

しまったのだろうねと。 

  例えば学力と相関があるのかとか、塾にいっぱい行っていて勉強がで

きる学校と、そうでないところはどうなのかなとか、あるいは、運動部

活動の加入率が高いところは体力の調査がよいのではとかという想定で、

カイ二乗検定をかけて相関関係を調べてもらったのです。やはりそれで

も全く相関がなかったのですね。 

  また、これは杉並区特有かというと、恐らくこれは東京都、全国的に

こういう傾向があるが何でだろうと。答えは出なかったのですけど、そ

の時にやはり指導主事の方から、実は中学校は男女共習になったのです

ね、体育が。今までは男女別だったのが、男の子と女の子が一緒に体育

をやるようになって、発達段階、女の子が全力を出しきれなかったりだ

とか、男の子の前で必死に頑張るようなことを嫌がったりだとか。もし

かしたらそういうことも影響しているのではないかとか、いろいろ考え

てみたところです。 

  いずれにしても、「じゃあ、こうすれば」「こういう対応をすれば、す

ぐに体力が上がる」という結果はないのですが、コロナ禍以降、球技大

会だとかマラソン大会だとかいろいろな行事、運動する環境が減ってき

たりしていることもあるので、様々な検討を加えながら、杉並区として

女子の体力向上、どうにかできるような施策を考えていきたいなと考え

ているところでございます。 

前 田 委 員  あ り が と う ご ざ い ま す 。 何 か い ろ い ろ な そ う い う 背 景 は 、 年

齢的な背景もありそうだと思いながら、ただ、体育は、私はすぐ頭で全
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部考えてしまうのですが、今自分があるこの体をどのように使うのか、

あと、例えば何か目指すものがあった時に、結局この体でしか何事もで

きないので、じゃあ、どこまで目指してやるのかとか。 

  あと、子どもと話すと、バスケットボールとか初めてやったのに割と

うまくなってしまったりとかして、大人とは違うすごい伸びがあるなと

思った中で、体を使って何かを練習してうまくなっていくという機会は、

プロになるとかそういうことは関係なくすごく大事だし、頭を使う、家

でも S N S とか見たりスマホを見たりとかという機会や時間が多い中で、

この体を動かすという時間がそれだけ少なくなっている今だからこそ、

体育の時間はすごく大事だなと思うので、体を動かす爽快感もそうです

し、自分の体をどう使うか、投げる時、手を上げるとかってやはりやっ

てみないと分からないですよね。 

  何かそういうことも含めて、何のためにというと、自分の体を知ると

いう意味でもすごく大事な機会だなと思っております。なので、この体

で生きていくという意味で、もう少しいい時間になるといいなと、とに

かく願うばかりです。中学３年生、多感な時期ではありますけど、何か

そういういい時間になるといいなと思って、すみません、私も感想でし

た。ありがとうございます。 

庶務課長 ほかはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

  それでは、以上で報告事項２番についての質疑を終わります。 

  報告事項は以上でございます。 

教育長 それでは、教育委員提案議題に移りたいと思います。 

  本日のテーマは「教育 D X について」になります。では、配布資料に

ついて所管課の方から簡単にご説明をお願いいたします。 

学 校 Ｉ Ｃ Ｔ 担 当 課 長  教 育 委 員 提 案 議 題 と い う と こ ろ で 、 本 日 は 「 教 育

D X について」というお題を頂きまして、そちらに対してちょっと議論

を進めていければなと思っております。配布させていただいたのは４種

類の資料になりまして、まず、教育委員提案議題「教育 D X について」

というものと、７月に実施しました活用力調査の結果、９月に実施しま

した校長・副校長向けの研修実施後の事後アンケート、それに基づく参

考資料としましてその研修で使った資料の方をお配りさせていただいて

おります。本日は、大きくこの「教育 D X について」という資料と調査

結果を基にご説明をさせていただければと思います。 
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  では、続けてさせていただきます。「教育 D X について」というお題を

頂きましたけれども、教育 D X は本当に幅広いなというところがござい

ましたので、テーマを今回決めてやっていきたいなと考えました。杉並

区の現状を把握していただきまして、教育 D X の必要性だったり可能性

について理解を深めるというテーマに絞ってやっていきたいと考えてお

ります。前段、私の方から杉並区の現状についてご紹介させていただき

まして、その後、議論等で教育 D X の必要性・可能性について活発な意

見交換ができるといいかなと考えております。 

  では早速ですが、教育 D X というところで、文部科学省の定義は「教

育分野におけるデジタル技術を活用した構造的変革」と位置づけており

まして、教育 D X と同じく I C T 教育という名前、よく聞くと思うのです

けれども、I C T 教育と教育 D X は少し目的や範囲などが違う、そこに記

載のとおりなのですけど、そのものを変革していくよという教育 D X が

あるというところをまず念頭にいただければと思います。 

  では、なぜ必要なのかといったところは皆さんもご理解いただけてい

るところかもしれませんが、教育委員会側としては、事務作業が多いか

らであったりとか施策をよくするため。一方、学校側では、子どもに合

った学びであるとか未来に必要な力を育てるために必要だよねというと

ころになります。 

  続いて、どんなことができるとのいったところで、これも、いわゆる

データを管理したりであるとか分析したり、それに基づいて計画をした

りというところで学校側は一人ひとりに合った学びの提供であったり、

教員自身の業務の効率化を狙っていけるのではないかということが、文

部科学省から言われているところのまとめになります。 

  では、これから杉並区では今どういう状況なのかといったところをお

伝えしていくのですが、かねてからご案内させていただいたとおり、今

年度９月からシステムが変わりまして、校務系と教務系のネットワーク

の統合及びフルクラウド化というのを実現しました。機器ですが、教職

員端末であったり児童・生徒用タブレット端末、複合機、電子黒板など

など、学校 I C T 係から整備しているものというのがご覧のとおりにな

ります。 

  では、その機器たちを使ってどういうシステムを利用しているのかと

いうところになりますが、今回から個人ごとに割り当てたメールであっ
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たり、 O f f i c e 3 6 5、 T e a m s などの M i c r o s o f t 製品、また S h a r e P o i n t  

O n l i n e という共有の記憶領域、フォルダみたいなものをイメージして

いただければと思いますが、そういったところであるとか、校務支援シ

ステム、服務管理・旅費管理システム、保護者連絡システム、あとはロ

イロノート、ミライシードなどの学習系アプリというようなものが取り

そろっているというのが今の杉並区の基盤の状況でございます。 

  続きまして参考となりましたが、ここから資料を替えさせていただき

ます。７月にそのシステムの入れ替え前の杉並区の活用状況はどうなの

だろうというところで、学校教職員に向けてアンケートを取りました。

その結果をこの場で紹介させていただきながら状況をつかんでいただけ

ればと思います。 

  では資料は別紙１の方に替わります。調査結果ですが、まず調査目的

としては記載のとおりで、対象の先生方による回答者数でその次に回答

状況というものを入れさせていただいたのですが、全校のうち約７割の

先生方に回答いただきまして、そのほかに役職別だったり業務歴別で統

計の方を取っているという状況でございます。 

  アンケートの中で、製品や機器に関して活用状況はどういう感じです

かとお伺いしたところでいろいろな製品・機器の活用状況を聞いたので

すが、今回、特に気になったところとして四つの機能・製品というのを

ピックアップしてお伝えさせていただきます。 

  まず T e a m s ですが、T e a m s はオンライン会議やグループチャット、

ファイル交換などが行えるコミュニケーションツールになっております。

傾向としましては、十分に機能を理解できているというオレンジのとこ

ろが９％にとどまって、ある程度理解できるよというところを含めると

約半数になります。こういった傾向から今後は、特に T e a m s を核とし

たコミュニケーションを行っていくことが想定されるので、一部の得意

な先生だけではなくて全教職員が利用できるような支援ができたらいい

のかなと考えております。 

  次に F o r m s です。F o r m s はアンケートのツールになるのですけれど

も、こちらもある程度利用できるところが半数には達していなくて、し

かも全般的に操作が難しいという先生も 1 5％はいたというところにな

ります。今後は、ペーパーレス化もありますので、アンケートや提出物

を 電 子 化 し て い く た め に 有 用 な ソ フ ト ウ エ ア で あ る こ と か ら こ ち ら も
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T e a m s と同様、全教職員がある程度機能が理解できるような取組をし

ていく必要があるのかなと捉えました。 

  ３点目です。こちらは S h a r e P o i n t の活用状況になります。先ほど

お伝えしましたクラウド上のストレージ（記憶領域）であるとともに、

ポータルサイト、情報集約ページの作成などなど、いろいろ取りそろっ

ているソフトウエアになるのですけれども、こちらの機能に関してはあ

る程度利用できると回答いただいたのが 3 0％に達しなくて、しかも、

操作することが難しいというのが約 4 0％という結果になりました。今

後ですが、学校内であるとか杉並区教育委員会全体の情報共有や情報発

信を強化していく上では必要なソフトウエアになっていきますので、ま

ずは全教職員が基礎的な知識というのを習得できて、なおかつ、得意な

先生には発展的な操作研修などをしていく必要があるのではないかなと

捉えました。 

  最後に、電子黒板の活用状況になります。先ほどからの３点とは違い

まして、電子黒板は令和６年度から本格的な導入が始まったものになり

まして、６割がある程度理解できているとなっておりますが、実はこの

グラフには専科教諭や養護教諭の先生方も含まれてしまっていて、そう

いった使わないという先生を除くと、ある程度理解できるという先生が

８割に増えると捉えていただければと思います。 

  その結果、今後は普通教室で活用している先生には他校の活用例など

を共有できる仕組みを作ったりであるとか、今後予定をしている専科教

室を利用する先生向けには基礎研修というものを実施していこうと考え

ております。 

  アンケートには自由意見も求めたのですけれども、この１年間で実施

した D X は何ですかという問いでした。行っていないと回答した先生方

もいらっしゃったのですが、中には、保護者連絡システムの t e t o r u や

F o r m s を併用して保護者への日程調査を行ったであるとか、T e a m s で

オンラインの会議を開催しまして、出張等の回数を減らしたというよう

な、本当に具体的にご紹介いただいた先生方もいらっしゃいました。 

  一方で、この資料では青字で書いてあるのですけれども、確認すべき

情報が過多で分散していて、どこを確認したらいいのかといったところ

で、業務改善にはまだ不十分だというご意見も頂いたというのが正直な

ところでございます。 
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  続いて、選択性で D X 推進に必要なものは何だと思いますかという問

いですが、一番高いのはサポート人材の充実というところで、やはり助

けてほしいという声が聞こえてきたのかなと捉えております。でも、そ

の一方で、活用教育の研修の充実であったり操作研修の充実というとこ

ろでいうと、やはり自分のスキルの向上というところで前向きに捉えて

いただいている先生方も数多くいらっしゃるのではないかと捉えており

ます。 

  自由意見の最後ですが、教育委員会への意見というところで、ここは、

先ほどもお伝えしたとおり、システムの入れ替え前のお話になりますの

で、また前後を比較していきたいと思うのですが、この当時は、やはり

スペックの高い機器を求める声が数多くございました。 

  以上のことを踏まえまして、今後の行動計画、I C T としてこのように

やっていきたいなというところなのですが、今まで出てきたとおり研修

の充実ですね。M i c r o s o f t 製品であるとか、そういったところの研修

を進めていく必要があるよというところと、あとはポータルサイト、情

報集約ページの企画であったり指定ですね、知識の共有を区内全体でで

きる環境というのを整えていけないかなというところを進めていければ

と思っております。 

  最後、再構築後の実証というところで、システムを入れ替えてただそ

れだけで終わりではなくて、そこでしっかり、どのような状況になった

かというのを効果検証していこうというところで、今後の行動計画を記

させていただいております。 

  今回、付録として各機能を載せておりますので、またお時間がある時

に見ていただければと思っております。 

  資料は戻りまして、もう一つ参考で I C T 係として取り組んだものと

しては、校長・副校長向けに意識醸成を目的に研修を行わせていただき

ました。そういったところで、先ほどお伝えしたとおり事後アンケート

であるとか、その研修の資料を参考資料として提示させていただいてお

ります。今日は時間の関係で触れはしませんけれども、またお時間があ

る時に見ていただければと思います。 

  「最後に」のところで、先ほども今後の行動計画を出させていただき

ました。再構築前後の比較として活用力の調査であるとか、あらゆるコ

ンテンツを検討して、児童・生徒だけではなくて先生方にとっても個別
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最適な研修の実現ができるような仕組みづくりができないかなというと

ころで次年度研修企画の策定だったり、より円滑なコミュニケーション

の実現ということでポータルサイトの構築というのを目標に掲げて取り

組んでいきたいなと考えております。 

  以上が私から説明させていただきたかった杉並区の今の現状、I C T 係

から見た現状というところでございます。これからはディスカッション

というか、ご意見を頂ければと思います。 

教育長 ありがとうございました。 

  ここから自由に議論する時間を設けたいと思いますが、 2 0 分程度、

３時 2 5 分ぐらいまでの時間設定でいきたいと思います。単純なご質問

等々、またご意見があれば活発にご議論いただければと思います。 

  今、担当は触れませんでしたけれども、この D X のチェックリストで、

昔は I C T 教育先進区であった杉並区が、今は非常に状況がよろしくな

いということもありましたので、そのことも踏まえて厳しくご意見を頂

ければと思います。よろしくお願いします。 

對馬委員 丁寧な資料を作っていただいてありがとうございます。さすが

I C T 担当、すごく見やすくてきれいな資料だなと感心しました。 

  多分操作が分からなくて不安だというお声がたくさん、やはり多いみ

たいなので、そこはやはり慣れていく、使っていくということで解消さ

れていくのではないかなと希望的にですけど思っています。 

  私自身を考えて、自分を振り返ってもやはりいろいろなものを今はデ

ータで頂くようになると、多分紙の時よりスルーする回数が増えている

気がするのです。深く見ないとか、来ているかどうかちゃんとチェック

しきれていないとか、そういうことで情報が逆に届きにくくなっている

こともあるのではないかと思う部分もあるので、その辺はうまく使いな

がらどうきちっと届くようにしていくのかということがもしかしたら課

題なのかなと思います。 

  実は先日、済美教育センターで学校司書を対象に講習・研修をやらせ

ていただいたのですけれども、その時にもこういう生成 A I についての

ガイドラインが出ているのを知っていますかというと、結構みんなポカ

ンと、この辺にクエスチョンがついている人が多くて。多分学校には届

いているのだけれども、それをちゃんと見ていないとか、届いているこ

とを知らなかったとか、そういう人がいっぱいいたのかなという感じが
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しました。 

  その時に、「生成 A I、使ったことありますか」「日常的に使っていま

すか」と聞いたら、手を挙げてくれたのが１割ぐらいという感じなので、

そういうのが現状なのかなと。こういう時にこのように使えますよとい

うお話をしたら、じゃあ使ってみようかなと。主題のほかのことなので

最後の５分ぐらいしかその話はしていないのですが、やはりちょっとき

っかけを作ると使ってみようかなという気にはなってくれるみたいなの

で、少しずつ使ってみて、自分自身がよさとか課題とかを感じるという

ことが、今はまだその段階の人がたくさんいるのかなという感じがしま

したけれども、やはり有効に使えるものはたくさんあると思うので、や

はり是非有効に使って、子どもたちの学びの充実もそうだし、自分の働

き方を楽にすることもそうだし、使い方に関しては是非たくさん教えて

いただいて使えるようになってほしいです。そのためには、教育委員会

としては、それを教えてくれる人、サポートしてくれる人材はきちんと

手当てをしていかなければいけないかなと感じました。 

学 校 Ｉ Ｃ Ｔ 担 当 課 長  あ り が と う ご ざ い ま す 。 ま さ に 先 ほ ど お 伝 え さ せ

ていただいたところの、この青字の部分、確認すべき情報が複数の場所

に散らばっていて、どこに見に行っていいか分からない、情報というの

は、プッシュ型で伝えるものとプル型でやるものというところがあると

思うのですけれども、そこの使い分けというのも一つ一つ情報を見極め

ながら、これはプッシュでちゃんと伝えたほうがいいのか、できる先生

はプル型でどんどん引き出していってくださいとするのかという設計も

念頭に入れて設計していければなと考えております。 

  私、個人的にも触ってほしい、まずは触ってほしい。一朝一夕ででき

るものではないと思うので、ハードルをどんどん下げながら、簡単なと

ころから一つずつ登っていただけるといいなというところは感じており

ますので、そういったアクションをできるといいなと思っています。 

對馬委員 ありがとうございます。先日ちょっと J A L の Y o u t u b e の中で、

生成 A I を作っているというのをやっていまして、社内の人しか見るこ

とができないのだけど、先輩に聞くまでもないような質問をそこにする

と答えが返ってくる。まだまだ積み上げだから全部は返ってこないけど。

何かそういうのが簡単にできるように作って、作る人は大変だと思うの

ですが、教育委員会の中とか先生たちの困ったこととかを、そこに聞け
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ばいいとか、そんなのができてくれると使いやすくなるのかなと思った

りもします。 

学校ＩＣＴ担当課長 ありがとうございます。生成 A I に関しても、あと

１、２年後にはまた全然がらっと変わっている世界に、もしかしたらな

っているかもしれないというところで、情報をキャッチしつつ、そうい

った情報を読み込ませて、本当にすぐ聞けるような、そういった存在。

相棒ではないですけれども、そういった存在になるような世界観も今後

は見据えて進めていく必要があるのかなと思っております。ありがとう

ございます。 

教育長 ほかには。では大川委員。 

大川委員 さっき頂いていた資料の中の 1 0 ページと 1 1 ページ。1 0 ペー

ジを見ると、まず、スペックの高いタブレットに関する要望が多かった

というのは、それは当然だと思うのですが、今後の置き換えの計画みた

いなものはどれぐらいであるのかしら。例えば３年後にはまた更新しま

すよ、５年後には更新しますよというロードマップはどんな感じになっ

ているのか、直接 D X、 I C T とは関係ないかもしれないですけれども、

教えてほしいです。 

  あと、その次のページに「青テプラの端末の入れ替え」と一番下に書

いてあるのですが、これはまるっきり分からないので、何ですかと。 

  あとは感想というか、先ほど對馬さんがおっしゃっていただいたよう

に、 A I とか、私たち弁護士業界でも活用している人としていない人の

差はものすごくあって、私たちも生の事柄を扱うからどこまでこれをや

っていいのだろうというのは結構ハラハラドキドキものなのですね。も

うやっている方は、今までの裁判の記録をどかっと入れて、ローカルな

やつに入れるのですね。そうすると、それを読んで、あと、依頼者との

間で打合せしたやつを文字起こしして、それをどかっと入れる。そして

「これに基づく書面作って」と言うと、５分 1 0 分でポーンと出てきて、

新人のアソシエイトを雇うよりも課金したほうがいいねぐらいの。もち

ろん手直しは必要ですが。 

  あと、行政を相手にしている弁護士さんなんかは、審決の結果という

のが必ず出るのですよね、行政はこういう裁定をしましたというのが。

ホームページなりで公開されている情報だとものすごく A I にはなじみ

やすくて、 A I にネット上のそういうオープンになっている、例えば杉
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並区の情報公開の記録をまずフォローしてこいと。そして、「杉並区で

はどういう判断をする傾向にあるのかをＡ４の２ページでまとめて」と

言うと結構すぐと出てきます。あとは裏を取って使う。 

  もう少し分かりやすいものだと、先ほどおっしゃったように、事務所

の運営マニュアルをポンと入れると、アルバイトさんが来ても、例えば、

「裁判所に文書を出すのにどうしたらいいでしょうか」というのを言葉

で質問すれば、これこれこうしなさいというのが出てきて業務の標準化

が図れるよと。つい先月、私たちの内部でも研修をやって実例を教わっ

てきたみたいな感じなところです。 

  ですので、教育委員会の中でもそういう生成 A I をどんどん活用して

いくように、もっともっと工夫を重ねていってほしいと思いました。 

  すみません、質問、最初の二つ、お願いします。 

学校ＩＣＴ担当課長  ありがとうございます。 

  まず、経年劣化がありまして、やはり充電がすぐ切れたりであるとか、

そういったところも実は背景にあってこういう要望が出てきたのかなと

いうところも推測の一つとしてあります。今回の入れ替えた端末に関し

ては５年後のリースになっておりますので、５年後の令和 1 2 年という

ところで入れ替えのロードマップという形にはなっております。 

  続いて２点目の青テプラというのは、こちらは児童・生徒用タブレッ

トで、年度ごとにタブレット更新を何台かしていて、今年度も１万１千

台超やったのですけれども、どの年度に入れたのかというところで、毎

年度テプラの色を替えて判断しておりまして、今一番古いのが青テプラ

というところで、そちらの入れ替えをしていくというところで書かせて

いただいたものです。すみません、分かりづらくて申し訳ありませんで

した。 

大 川 委 員  あ り が と う ご ざ い ま す 。 機 器 の 更 新 、 ５ 年 だ と 今 の 感 覚 か ら

するとちょっと長いかなと思いますよね。 O S も多分それぐらいで入れ

替わってしまって、サポートも切れてしまいますし。予算を伴うことで

すけれども、もう少し頑張って新しいのについていけるようにしたいと

思います。 

教 育 長  ７ 月 の 段 階 の 旧 の パ ソ コ ン と 、 今 こ の ９ 月 に 入 っ た も の で ど の

ぐらい性能が上がっていいものなのかという説明をちょっとしてもらえ

ると。 
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学 校 Ｉ Ｃ Ｔ 係 主 査  単 純 な ス ペ ッ ク と い う と か な り 数 字 的 な 計 算 が 必 要

になりますので難しいのですが、メインメモリといわれている一時的な

記憶をする領域については、授業用のパソコンが４ギガバイト、校務用

のパソコンが８ギガバイトというのが旧パソコンだったのですけれども、

こちらは 1 6 ギガバイトに増強しております。 

  また、バッテリーのもちにつきましても、授業用が今まで 1 0 時間ぐ

らいのもちでしたし、あとは、校務用のパソコンに至っては普通の、今

までの、従来型の端末でしたのでもって２時間３時間というところだっ

たのですが、今回 3 0 時間もつような端末に変更しております。 

  また、我々区役所の端末についても同様の端末更新が行われたのです

が、学校の特性を踏まえまして、タッチパネル機能ですとか、あとはペ

ンの搭載もしております。またもう１点、軽さについても、今までは大

体１キロ以上、校務パソコンについては２キロぐらいの重さがあったの

ですが、今回バッテリーを増強した上で１キロ以下という重さを実現し

ておりまして、かなりスペックについては上がっていると認識しており

ます。 

教 育 長  あ り が と う ご ざ い ま し た 。 こ れ は か な り い い も の が 入 っ た と い

う理解でいいですね。 

  伊井委員、どうぞ。 

伊 井 委 員  ま ず 、 せ っ か く ９ 月 に 新 し い も の が 入 っ て 、 ま だ 慣 れ て い な

い状況ではあるかもしれませんけれども、学校で扱っている方々からの

感想みたいなものを１個伺いたいというのと、それから、自分がやって

いて聞きたい時に教えてくださる方がいらっしゃるというのが、上手に

A I とかも使えるようになるといいなと思うのですが、そこにいくまで

の間はやはり人に教えていただけたらいいのかなと思うので、そのあた

りはもう本当にその希望がありましたよね、アンケートの中にも。その

あたりも含めて増強を考えていただけたらいいのかなと。 

  あと、聞きたい時に聞きたいことというのを考えますと、これは子ど

もたちの授業の話ですけど、様々な教科の中で、ここで使うといいよと

か、こんな例がありますよというのは済美教育センターでもやっていら

っしゃると思うのですが、中学校も小学校もそうなのですけれども、教

科の中で効果的に使うあたりも整理して先生方にお示しいただけると、

ちょっと使ってみようかなという感じになるのかなと思いましたので、
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今後よろしくお願いします。 

  本当に資料、分かりやすくありがとうございました。 

学 校 Ｉ Ｃ Ｔ 担 当 課 長  あ り が と う ご ざ い ま す 。 先 生 方 か ら の お 声 に 関 し

ては、先日も少し、この入れ替えに関しては課題、トラブルというのも

発生しましたというご報告をさせていただいたのですけれども、やはり

ご迷惑というか、混乱を招いたのも事実かなというところで、そこは理

解をしているところでございます。 

  その中で、現在もネットワークにつながりづらいとかというのが一時

的に発生したりであるとか、そういった状態に関しても課題認識はして

おりまして、業者の方とやり取りをさせていただいています。ただ一方

で、本当に先ほどの話にあったとおりスペックはやはり高くなったし充

電のもちもよくなったので、「いや、本当に替えてくれてよかったよ」

という声も頂いたりしています。 

  例えばその中でチャットであったりとか、オンライン会議であるとか、

そういったところも徐々にですけれども浸透してきているように個人的

には感じておりまして、本当に駆使しながら先生方、対応していただい

ているのかなという印象を受けております。 

  あと、授業でというところであるとか、先ほどからもあるように、ど

のように使うのかといったところは、これはできるかどうかというとこ

ろはまだ発展段階だと思うのですが、個人的には学校内、やはり身近な

人の事例の方がすごくイメージしやすいというのもあると思うので、そ

ういったところの文化みたいなものも作っていけるとすごくすてきな世

界が広がるのではないかなとは感じています。 

済美教育センター所長  今 I C T 担当課長がおっしゃってくださったこと

は本当にそのとおりだなと思います。これまでもやはり、「ちょっとこ

のように授業でやってみたのだけどこうだったよ」というのが職員室の

中で話題で広がっていくと、本当に瞬く間に広がっていくのですね。で

すので、センターでもそういう研修をして持ち帰った人が試してみて、

そのように横展開してくれることを期待していろいろ行っていますし、

あと幾つもの学校が研究校として授業を公開してくれているので、そん

なところにも期待をしているところです。 

  これまでの話題の中でもたくさん出てきていますが、とにかく使って

みないことにはというところなのですが、陥りやすいのは、闇雲に使う
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というところです。この授業は何を教えるのかとか、何を身につけても

らうのが狙いなのか、というところを外してやってしまうと、本当に授

業として悲惨なことになっていってしまう。これまでの、一斉授業のよ

うな形から個別最適な学びという、個に応じた学びの中で、今日の授業

の狙いを達成していくために一人ひとりにどう使わせていくか。 

  さっきのアンケートを見ていて、教員の経験年数が少ない人が随分杉

並は多いのだなと思って改めて見ていたのですが、そういう中で、そう

いう教員たちにも理解をしてもらいながら使っていってもらって、慣れ

てしまえば横展開も早いと思うので、そこに期待をしているところです。

私たちも支援していきます。以上です。 

伊 井 委 員  今 、 本 当 に お っ し ゃ っ て い た だ い た よ う に 、 ま さ に そ の 世 界

が広がっていくといいなと。 

  先日、富士見丘小学校の研究発表でも惜しみなく資料を出していらし

たじゃないですか。それを学校ごとでもそうですし、職員室の中でもそ

うですし、共有して子どもたちの授業と学び、個別最適というところは、

先生方もどのように伴走していくのかというところはなかなか難しいと

ころもあり、経験も時間を重ねていかなくてはならないと思いますけれ

ども、そのあたりも支援していただきながら今後の展開につなげていっ

ていただけたらいいなと思います。よろしくお願いいたします。 

教育長 前田委員、どうぞ。 

前 田 委 員  新 し い こ と を や る こ と の ハ ー ド ル と 、 そ れ を や れ ば 楽 に な る

というそこの、やれば楽になるのですけど、多分初めてやる時のハード

ルがあるかなと思って。 

  あと、そういえば私が昨日書いた個人面談の連絡も紙だったなとか思

いながら、そういうところなのだなと思いながら、まだまだちょっと改

善点はあるなと思いました。 

  ちょっと聞きたかったのは、今 S h a r e P o i n t を使っていて、皆さん

そこにデータを入れているのですか。入れると C o p i l o t で情報を引き

出せるのかなと思ったのですけど、先生たちはいろいろな文書を作って

いるじゃないですか。あれはフォルダに入れているのですか。 

学校ＩＣＴ課長  はい。  

前田委員  A I はデータがどれぐらいあるかが大事で、さっきもあったよ

うに、インターネットのデータはインターネットで C h a t G P T を使って
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もいいのですけど、今回大事なのは組織内の情報なのですよね。例えば

今回 C E D A R ができたじゃないですか。いろいろな情報が集まってくる

じゃないですか。対応記録もたくさん集まる中で、私も最近キートーン

の中にたくさん集まった情報から「何々君の先月の活動について 1 5 0

字でまとめてください」と言うとパっと出てくるわけです。 

  例えば「今月の活動で国語、算数、理科、社会は何時間ありましたか」

と言うと、全部出してくれるのですね。それがあると、自分で見ること

もできますけど、たまっていればそういうことができるわけで、そうい

う活用の方法が見えると、もう少し先生方も取り組みやすいのかなと。 

  多分皆さんも今、たくさん資料を作っていらっしゃるじゃないですか。

これは、皆さんは S h a r e P o i n t にまとめているのですか。 

学校ＩＣＴ担当課長 区役所は S h a r e P o i n t ではないです。 

前 田 委 員  使 っ て い な い の で す ね 。 皆 さ ん は ど う な っ て い る の で す か 。

皆さんは A I が使えない状況なのですか。 

学 校 Ｉ Ｃ Ｔ 担 当 課 長  A I は 使 え ま す 。 T e a m s は あ る の で 、 同 じ く

C o p i l o t は使えています。 

前田委員 なるほど、できるということですね。 

  なので、例えば今日の資料なんかも、去年のものを見て、この傾向が

どうですというのを多分皆さん、一生懸命文章を作っていると思うので

すけど、これが出せるわけなので、是非是非使い方を事務局の皆さんも

やってほしいなというのが、お願いしたいところです。 

  あとは、そこも含めてやはりロードマップを作ったほうがいいのでは

ないかと思いました。例えば事務局も今ある資料はちゃんと共有フォル

ダに入っていますと。何か資料を作る時に A I を使って文章を作ること

ができるとか、幾つかのレベルがあって、それを皆さんが１個ずつ登っ

ていけるような、レベルの階段があるといいのかもしれないですよね。 

  階段があり、５年後はレベル２までとか、何かそんなのが事務局も学

校側も作れると、何かやってみようかなとなるかもしれなくて、何かそ

ういうところを私も一緒に考えますので、是非是非やっていって、ちょ

っと見える化していけると。 

  いろいろな情報があるけど何をしていいか分からないとなってしまい

がちだと思うので、一旦ここまで登ろうよ、５合目がここですみたいな

のが出せるといいのかなと思うので、学校現場もそうですけど、事務局
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の皆さんも是非活用してみてくださいという意見です。 

学 校 Ｉ Ｃ Ｔ 担 当 課 長  あ り が と う ご ざ い ま す 。 最 初 に お っ し ゃ っ て い た

だいた産みの苦しみみたいなところは必ずあるのかなとは思いつつも、

どのように派生させていくのかといったところで、正直言いますと、私

も使いこなせているかといったら全くそうではなくて、私も勉強中には

なります。ただ、先ほどお伝えしたように、身近な人が言うことで「あ

あ、そんなことができるんだ」の身近な人になりたいなと考えておりま

す。 

  もう一つ、ロードマップもありがとうございます。ちょっと考えてい

きたいと思っています。ロードマップと同時に、いわゆる目標値ですか

ね、あまり数値で測るのがなかなか難しいのですけれども、そういった

目標を掲げて、いつまでにそこに行くのかみたいなところを、まず大ざ

っぱな絵を描いて、そこで何段階かあると思うので、そういったことが

できないかというのを、いろいろな工夫をしながら進めていければと思

っています。 

前 田 委 員  思 い 出 し ま し た 。 教 育 界 は ル ー ブ リ ッ ク が 好 き で す よ ね 。 あ

れを作りましょう。レベルがこうあって、自分のレベルは今１ですと。

あれは自己評価をするのですよね。今は１ですが２に向けて、こういう

ことをやると２に行けるよみたいな。皆さんが自分で自分を振り返りな

がら１個ずつ上がっていけるといいのかなと思ったので、作りましょう。 

学校ＩＣＴ担当課長 はい。 

教育長 ほか、よろしいでしょうか。 

  ありがとうございました。今日は松ノ木小の校長先生が傍聴でいらし

ていますけれども、松ノ木小は区内でもスクール D X が非常に進んだ先

進的な取組をしている学校で、個別最適化された授業が一番進んでいる。

そういう学校だからこそ逆に校務 D X も進んでいて、働き方改革も合わ

せて進んでいるといった好事例なので、こういった学校が今後増えてい

ってくれるといいなと思っています。 

  それから、最後に前田委員がおっしゃっていましたが、冒頭申し上げ

た校務 D X のチェックリストで、学校設置者である教育委員会事務局も

2 3 区の中では非常に悲しい結果なわけで、今ここにいる部課長の皆さ

ん、今、改めてそれぞれの部・課で、ご自身のところの D X がどのぐら

い進んでいるのか、前田委員のご指摘もありましたけれども、もう一度
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しっかりと見て、学校とともに我々もしっかりと業務の効率化、改善を

目指して頑張っていきたいなと思います。 

  それでは、これで終わりにしたいと思います。今年度から始めた教育

委員会の提案議題でございますが、今、試行実施として予定していた五

つのテーマが本日で完了いたしました。一旦振り返りを行った上で今後

のスケジュールやテーマなどを検討して、改めてまたご連絡していきた

いと思います。 

  それでは、以上で本日予定しておりました日程は全て終了いたしまし

た。庶務課長、連絡事項がございましたらどうぞ。 

庶 務 課 長  次 回 の 教 育 委 員 会 定 例 会 で す が 、 議 会 の ス ケ ジ ュ ー ル の 関 係

から、日程を変更させていただきまして、1 1 月 2 8 日金曜日、午後２時

からを予定してございます。どうぞよろしくお願いいたします。以上で

ございます。 

教育長 それでは、本日の教育委員会を閉会いたします。 

 


